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添付資料 

2024 年 2 月 29 日 

 

各位 

山梨大学国際化推進センター長 

西﨑 博光 

 

2024 年度大学推薦による国費外国人留学生（日本語・日本文化研修留学生）の 

募集について（通知） 

 

このことについて、文部科学省高等教育局長から通知がありましたので、お知らせします。

今回の募集においては以下のように行います。 

 

■概要: 

山梨大学において１年間、日本語能力及び日本事情・日本文化の理解の向上のための学

習・研究を行う、大学推薦による国費外国人留学生（日本語・日本文化研修留学生）を下記

のとおり募集する。 

コースガイド: https://www.ciee.yamanashi.ac.jp/wp-content/uploads/2023/12/97fb2e69df16ebe57353c7c9fd3caf3f.pdf 

本学から文部科学省への推薦予定者: １名 

 

■応募資格:  

以 下 、 重 要 な 点 だ け 書 き ま す が 、 詳 細 は 文 部 科 学 省 の ホ ー ム ペ ー ジ

（https://www.mext.go.jp/content/20240214-mxt_kotokoku02-000034035-01.pdf）をご確

認ください。 

 

1. 国籍 

日本と国交のある国の国籍を有すること。また、日本国籍を持っていない者。 

以下の国籍に該当する場合、本学が行う選考に応募はできますが、山梨大学から文部科

学省に推薦しても、採用されない可能性が非常に高いので、ご承知おきください。 

ロシア、ベラルーシ、ミャンマー 

さらに、貴学以外の大学から中国国籍の学生を推薦する予定ですので、貴学学生で中国

国籍の方を文部科学省に推薦することも非常に難しいです（ダイバーシティの観点か

らこのようになっております。）。 

 

2. 年齢 

1994 年４月２日から 2006 年４月１日までの間に出生した者。  
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3. 学歴、大学・専攻、渡日時期、他の奨学金 

以下の A～H のすべての条件を満たすこと。 

 

A. 渡日及び帰国時点で、オックスフォード・ブルックス大学（英国）、リヨン第３大学

（フランス）、リュブリャナ大学（スロベニア）、ボリス・グリンチェンコ・キーウ

首都大学（ウクライナ）、コンケン大学（タイ）、王立プノンペン大学（カンボジア）

の各大学の学部に在籍している者。 

B. 山梨大学が指定する日付（原則として９月下旬）に日本へ渡航できる者。 

C. 「日本語・日本文化研修留学生」修了後は、ただちに復学の上、引き続き日本語・

日本文化の学習を続けることが確実で、学部の卒業が2025年9月以降になること。 

D. 日本語・日本文化に関する分野を主専攻として専攻している者。なお、日本語・日

本文化に関する分野以外を主専攻とする者で、学習の一環として日本の諸事情（工

学・経済・農学・建築・美術等）を学習する者は対象としない。 

E. 2024 年９月１日現在において、大学での日本語・日本文化学習期間が通算１年以

上の者。（別の大学での日本語・日本文化学習歴を合わせて日本語・日本文化学習期

間が通算１年を満たす者は、必ず、日本語・日本文化学習期間が１年以上であるこ

とを証明できる書類（別の大学で履修した成績証明書等）を提出すること） 

F. 成績が優秀で、現在籍大学から公式に推薦を受けられる者。 

G. 過去に日本政府（文部科学省）奨学金留学生であったことは一度もなく、日本政府

（文部科学省）奨学金制度による他の 2024 年度奨学金支給開始のプログラムとの

重複申請をしていない者。 

H. 日本政府（文部科学省）以外の機関（自国政府機関を含む）から奨学金を受給する

ことを予定していない者。 

 

4. 日本語能力 

日本語の能力を有する者として、以下のいずれかの条件を満たす者。 

1. 2024 年 10 月 1 日時点で日本語能力試験（JLPT）のレベル N2 以上に合格してい

る者。 

2. JLPT N2 相当以上の日本語能力を有していると山梨大学において判断できる者。 

 

■留学期間、及び奨学金支給期間 

2024 年 10 月 1 日から 2025 年 9 月 30 日 

（特別な事情がある場合は、2025 年 8 月中旬以降の帰国を認めることもあるが、それよ

りも前に帰国することは不可。当然のことながら、半年だけの留学も認めない。） 

 

■奨学金等 

奨学金: 月額 117,000 円を文部科学省が支給する。 

渡日・帰国旅費: 文部科学省が支給する。 

山梨大学の授業料: 負担なし。  
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■選考のプロセス 

以下のように文部科学省に推薦する学生を選考します。 

日時 プロセス 

2024 年 3 月 12 日(火) 

17 時 00 分（JST） 

応募書類（申請書）の締め切り 

・申請書（以下の URL からダウンロードすること。） 

https://www.mext.go.jp/content/20240214-mxt_kotokoku02-000034035-05.pdf 

・注意:  

[1] 申請書は以下の Google Form で提出すること。 

Google Form: https://forms.gle/GDJ4FZo7M5ALdWvd7 

[2] 申請書 3 ページの「15.日本での希望コースの類型」は、

「(a) 主に日本事情・日本文化に関する研修を行うもの」を

選択すること。 

2024 年 3 月 13 日(水) 

17 時 00 分（JST） 

一次選考（オンライン筆記試験。文法、語彙・漢字・作文。試

験時間は 1時間 30 分。） ※1 

Zoom URL： 

https://yamanashi-ac-jp.zoom.us/j/83053593062?pwd=UDM1TlVEak9WaGFrK1JHdWFyMHBPdz09 

2024 年 3 月 14 日(木) 一次選考（申請書の審査も含む）結果発表 

申請書の審査結果と筆記試験の結果を本人にメールで連絡。合

格した者だけが二次選考に進む。 

2024 年 3 月 15 日(金) 

17 時 00 分（JST）～ 
17～20 時の指定された時間 

二次選考（オンライン面接。面接時間は一人 20 分）※1 

Zoom URL： 

https://yamanashi-ac-jp.zoom.us/j/83053593062?pwd=UDM1TlVEak9WaGFrK1JHdWFyMHBPdz09 

2024 年 3 月 18 日(月) 

 

二次選考結果発表 

面接の結果を本人にメールで連絡 

2024 年 3 月下旬まで 

 

追加書類の提出 ※2 

二次選考合格者のみ、成績証明書や大学からの推薦書等の応募

書類を提出。 

2024 年 4 月上旬 山梨大学から文部科学省に候補者を推薦 

2024 年 7 月上旬ごろ 文部科学省から受入れの可否について連絡 

※1. オンライン筆記試験とオンライン面接は Zoom を使います。 

[1] 参加する前に、アプリをインストールしてください。https://zoom.us/download#client_4meeting 

[2] 通信状況が良好な環境で受験してください。試験時間内に指定された Zoom ミーティング上に 5 分以上現れない場

合は、失格とすることがあります。 

[3] カメラ付きで、日本語（ひらがな、カタカナ、漢字）が入力できるパソコンで受験してください（iPad などのタブ

レット端末は不可）。カメラ付きのパソコンが用意できない場合は、パソコンとカメラ付きスマホを一緒に使って

自分の姿を映せるようにしてください。 

[4] 試験は同じ部屋に他の人がだれもいない環境で受けてください。 

[5] 試験中は、カメラを常時 ON にする必要があります。また、周囲に他の人がいないこと、机の上にパソコン以外の

ものがないことをカメラで示してもらうことがあります。 

[6] 不正を防ぐために試験中に撮影・録画します。また、試験中にあなたのパソコン画面の共有をお願いすることがあ

ります。 

[7] 上記 URL で Zoom に入れるかどうか、2024 年 3 月 12 日までにチェックしておいてください。 

[8] 筆記試験の URL は、Zoom ミーティングの中で示されます。  
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※2. 二次選考合格者の追加提出書類 

[1] 本人の国籍身分を証明する書類（例えば、パスポートの写し、本国の戸籍抄本、市民権

等の証明書の写し） 

[2] 在籍中の大学に関する在籍証明書 

[3] 在籍大学（在学年次までの全学年）の学業成績証明書 

[4] 在籍大学の推薦状（山梨大学長あてのもの。なお、学科長以上の身分の者が推薦するこ

と。） 

[5] 日本語・日本文化学習期間が１年以上であると証明できる書類 

(上記 3番の学業成績証明書では在籍大学での日本語・日本文化学習期間が通算１年以

上であることを証明できない場合） 

[6] JLPT N2、または N1 合格証明書（2024 年 3 月末までに合格している場合のみ） 

[7] 健康診断書【本学所定様式。二次選考合格者のみに送付する。】 

[8] 旅費承諾書【本学所定様式。二次選考合格者のみに送付する。】 

 

■渡日から復学・卒業まで 

年月  内容 

2024 年 9 月下旬 渡日 

日本（山梨県）への渡航 

2024 年 10 月～2025 年 9 月 日本語・日本文化研修留学生として山梨大学で研修 

（特別な事情がある場合は、2025 年 8 月中旬以降の帰国

を認めることもあるが、それよりも前に帰国することは

不可） 

2025 年 9 月 帰国 

2025 年 9 月 派遣元大学の学部に復学 

2025 年 9 月以降 派遣元大学の学部を卒業 

 

繰り返しになりますが、上記は重要な点だけ抜粋して書いてあります。詳細は文部科学省

のホームページ（https://www.mext.go.jp/content/20240214-mxt_kotokoku02-000034035-01.pdf）で

ご確認ください。 

選考過程、及び採否の理由については一切お答えできませんので、ご理解の上、選考にご

参加ください。 

 

本件問い合わせ先 

■申請手続き等 

山梨大学グローバル推進課 栗原（くりはら） 

E-mail: yu-study-abroad@ml.yamanashi.ac.jp 

■コースの内容、勉学・研究等 

山梨大学国際化推進センター 江崎（えさき） 

E-mail: international-ed@ml.yamanashi.ac.jp 
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